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 ・政・労・使合同会議 
・公認組織内議員紹介 

  ・東日本盲導犬協会の見学 
 ・障がい者スポーツ大会 
・地協役員ＯＢ会 
・ジェンダー平等セミナー 
 
 

電機連合栃木地方協議会機関紙 

発行者 ： 益子 勝宏 

編集者 ： 小倉 秀佳 

事務局：329-1105 

栃木県宇都宮市中岡本町 2784-3 飛鳥ビル 2F 

TEL : 028-671-3333 FAX : 028-673-7777 

地協活動の詳細はこちらをご覧ください。栃木地協ホームページ https://www.jeiu.jp/tochigi/ 

2024 年 5月 24 日(金)、ライトキューブ宇都宮および Web 併用にて政・労・使合同会議(参加者 54 

名)を開催しました。電機連合総合産業・社会政策部門産業政策部小島隆洋氏の電機連合における産

業政策の取り組みについての講演では、産業政策の活動や本年度の重点施策、生成ＡＩの課題と可能

性について講演をいただきました。会議後半は、ジャパン・リスキリング・イニシアチブ代表理事後

藤宗明氏を外部講師としてお招きし、会社の未来と個人のキャリアに投資するリスキリングと労働組

合の役割についてをテーマに講演をいただきました。組織の多様性が進む中で「政・労・使」それぞ

れのリーダーに求められる役割を再認識する機会となりました。また、電機連合栃木地協議員団団長

の山野井孝小山市議会議員より活動報告をいただき、充実した会議となりました。 

 

 電機連合では国民民主党を

応援しています。公認組織内議

員として、私たち働く仲間の代

表、浅野さとし衆議院議員を

電機連合栃木地協はこれから

も応援していきます！ 

YouTube Facebook Instagram Ⅹ LINE 

 

益子議長 小島隆洋氏 

後藤宗明氏 山野井孝氏 



 2024 年 4 月 17 日(水)、電機栃木役員ＯＢ会

｢歴史探訪交流会｣が開催されました。当日は快晴

の空のもとＯＢ会メンバー・事務局含め 12名の

方が参加しました。 

 今回は、花と光の楽園｢あしかがフラワーパー

ク｣の散策に始まり、昼食を挟んでの名水百選に

数えられる｢出流原弁天池｣の見学など、心と体、 

そしてお腹も満たさ

れる充実した交流会

となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 1月 11 日(木)、電機連合より社会政

策部長兼労働・法規政策部(男女平等担当)内田

文子氏をお迎えして「電機連合におけるジェン

ダー平等推進について」の講演をいただきまし

た。組織への女性参画拡大の意義やアンコンシ

ャス・バイアス(無意識の思い込み)がもたらす

デメリットまたその対策方法について、たくさ

んの学びがある時間となりました。 

 この学びを組織に早期反映できるよう活動し

ていきたいです。 

2024 年 2月 16 日(金)、福祉対策部で盲導犬協会

施設を見学しました。盲導犬になるためには、基

本訓練(一歳を過ぎてパピーウォーカーのもとから

盲導犬協会に帰ってきた犬が受ける訓練)、誘導訓

練(障害物を避ける練習や角や段差で止まる練

習)、共同訓練(盲導犬候補犬とユーザーが一緒に

行う訓練)の３段階の工程があり最終試験に合格す

ると盲導犬デビューとなります。犬が苦手な方で

も躾がされているので問題は無いようです。盲導

犬を見かけたら「むやみに声をかけない」「邪魔を

しない」「尊重する」ことがポイントとなります。

盲導犬はユーザーの生活をサポートするために訓

練されており私たちも 

その存在を尊重し協力 

的に接するようにして 

いきましょう。 

 

LINE X 

2024 年 5月 26 日(日)、第 20回栃木県障がい者

スポーツ大会に模擬店を出店しボランティア参加

しました。今回、着ぐるみをリニューアルしクマ

とペンギンに扮して風船とバルーンアートを提供

しました。例年のごとく着ぐるみは好評で多くの

参加者と写真撮影を行い、交流を深めました。前

回参加したサルとウサギの着ぐるみを覚えていた

方も多く、次回の着ぐるみ選択のうれしい悩みと

なりました。来年もボランティアに参加しより多

くの方々に楽しんでいただきたいです。 

 


